










『思春期医学ならびに保健のカバーすべき領域の設定に関する研究』のモデル病院として

“思春期外来,(仮称)のありかについて病院長,小児科,精神科ならびに産婦人科の関係者

による討議の結果,現時点で以下のような計画を作った。 

思春期の少年,少女の問題を医学,心理学,家庭,学校,社会における行動など,広く扱うには

,少なくとも産婦人科,泌尿器科,小児科,精神科,内科,心身症専門家あるいは心理学者など

の協力が必要であるが,実際のタスクフォースとして,ソーシャル・ワーカー,経験のある保

健婦,助産婦なども参加してもらう。 

その窓口として“思春期相談室'を設け,毎日少なくとも 1人のケースワーカーあるいは保

健婦,助産婦を配置する。これらの人はベテランで,出産・育児の経験のある 30 才台～40

才台の既婚婦人が適当と思われる。 


